
 

 

２０２３年８月２９日〔火〕№164 

九 州 旅 客 鉄 道 労 働 組 合 

鹿 児 島 地 方 本 部 

発 行 責 任 者  日 髙 光 英 

編 集 責 任 者  山 口 翔 平 

 

第
３
２
回
定
期
大
会
開
催 

  

８
月
５
日(

日)

に
鹿
児
島
市
の
ホ
テ
ル

マ
イ
ス
テ
イ
ズ
に
て
第
３
２
回
鹿
児
島
地

方
本
部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
団
結
・
果
敢
・
躍
動
」

を
掲
げ
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。 

 

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
、
連
合
鹿
児
島

の
下
町
会
長
を
は
じ
め
、
野
間
衆
議
院
議

員
、
福
司
山
県
議
、
吉
田
中
央
執
行
委
員

長
、
青
木
中
央
執
行
委
員
を
お
招
き
し
、

激
励
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。 

執
行
部
か
ら
の
経
過
報
告
並
び
に
運
動

方
針
に
対
し
て
多
く
の
代
議
員
が
活
発
に

発
言
し
、
若
年
層
の
退
職
に
よ
る
要
員
不

足
の
現
状
や
効
率
化
施
策
に
伴
う
駅
業
務

で
の
勤
務
形
態
へ
の
疑
問
、
経
験
者
採
用

に
対
す
る
研
修
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て

の
発
言
が
あ
っ
た
。 

 

人
事
賃
金
制
度
、
効
率
化
施
策
な
ど

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

約
束
し
代
議
員
各
位
か
ら
頂
い
た
発
言
内

容
を
踏
ま
え
、
運
動
方
針
に
基
づ
き
執
行

委
員
一
同
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

で
閉
会
し
た
。 

 

 

代議員の発言に対し回答する上森副委員長 

発
言
を
す
る
鹿
児
島
地
区
連
合

分
会
寺
地
代
議
員 

 

発
言
内
容(

一
部
掲
載) 

・
経
験
者
採
用
の
研
修
の
見
直
し

及
び
配
属
先
の
希
望
に
つ
い

て 

・
乗
務
職
場
や
駅
職
場
の
逼
迫
し

て
い
る
現
状
で
の
要
員
の
確

保
と
体
制
の
見
直
し
に
つ
い

て 

・
出
向
先
の
職
場
環
境
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
に
つ
い
て 

・
運
士
転
の
直
射
日
光
に
対
す
る

サ
ン
グ
ラ
ス
の
着
用
許
可
に

つ
い
て 

・
安
全
衛
生
委
員
会
の
勉
強
会
の

必
要
性
に
つ
い
て 

・
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト
社
員
の
社

員
採
用
制
度
に
伴
う
地
域
社

員
の
公
平
性
に
つ
い
て 

・
年
休
取
得
に
つ
い
て 

 

執
行
委
員
名
簿 

執
行
委
員
長 

 

日

髙

光

英(

再) 

副
執
行
委
員
長 

 

後

藤

芳

寿(

再) 

副
執
行
委
員
長 

 

上

森

奈

志(

再) 

副
執
行
委
員
長 

 

吉

留

理

恵(

再) 

書
記
長 

 

上

仮

屋

浩

二(

再) 

執
行
委
員 

 

宮 

路 

佑 

希(

再) 

執
行
委
員 

 

山 

口 

翔 

平(

再) 

執
行
委
員 

 

佐 

竹 

裕 

哉(

再) 

執
行
委
員 

 

中 

養 

母 

和(

再) 

執
行
委
員 

 

松 

村 

明 

歩(

再) 

執
行
委
員 

 

佐 

藤 

壮 

志(

新) 

執
行
委
員 

 

加 

藤 

清 

也(

新) 

会
計
監
査
員 

 

立 

川 

大 

地(

再) 

会
計
監
査
員 

 

宇 

田 

講 

平(

再) 


